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正の整数 n に対して
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とおく．等式 S(n) = T(n) (n = 1; 2; 3;ÝÝ) が成り立つことを，数学的帰納法を用いて示せ．� �
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n = k+ 1 のときの和の計算方法を工夫する必要があります．g q
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D 【証明】

Q n = 1 のとき，
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よって，n = 1 のとき成り立つ．

R n = k のとき，S(k) = T(k) が成り立つと仮定する．
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よって，n = k+ 1 のときも成り立つ．

以上より，すべての自然数 n に対して S(k) = T(k) が成り立つことが示された． （証明終）
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n = k+ 1 のときを示す際は，和の計算をうまく行う必要があります．解答では，
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の形を作っています．これは，一度和を書き下して一般項の形を取り直します．慣れればそれほど難しくないですが，

慣れないうちは変形に苦労するかもしれません．
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